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Abstract 
In this study, in order to better understand the tendencies and characteristics of the 
interactions between a native Japanese speaker and a native Chinese speaker, I conducted a 
role-playing investigation, along with a follow-up interview, concerning expressions of 
dissatisfaction or complaints. Specifically, the questions I sought to answer were: 1) what 
classifies a side as a complaining side in the eyes of the native speaker of the opposite language, 
and 2) what kinds of utterance functions are used by each person to develop a dissatisfaction 
statement. In the findings, I was able to clarify the characteristic of the dialogue and nature of 
the exchange in relation to culture by comparing Chinese and Japanese native tongues. In 
addition, the expression of dissatisfaction was mutually understood as an opposition utterance. 
Therefore, not only language ability but also sociolinguistics—the depth of societal and cultural 
knowledge—is necessary for contact among speakers of different native tongues. 
 
1. はじめに 
最近，様々な理由や目的で日本に長期滞在する外国人が増えている．日本法務省入国管理局の
平成 20 年 6 月の統計によると，平成 19 年末現在における外国人登録者数は 2,152,973 人で，引き続
き過去最高記録を更新している．そのうち，中国出身者は，平成 19 年(606,889 人)末は平成 18 年
(560,741 人)に比べ，44,148 人(8.2％)増加して，これまで，一貫して最大の構成を占めていた韓国・朝
鮮を超え，第 1 位となった． 
このような中国人をはじめとする外国人の増加により，日本語母語話者と日本語非母語話者が接触
する場面，すなわち，参加者たちの言語や文化背景がそれぞれ違う者同士の交流，接触の場面も今
後増すであろう．また，日本語能力においても日本語母語話者と変わらないほどの日本語を話す日本
語非母語話者に出会う機会も更に増えていくはずである．さらに，外国人と日本人が親しい関係を築
いていくことも増す可能性も高い．しかし，違う言語や文化背景を持った参加者たちによるコミュニケー
ションには，当然，摩擦や誤解が生じることが予測される．生越(1997：56)は，そのような摩擦や誤解を
避けるためには，言語行動のパターンの違いなどを明らかにし，事前にその違いを教育しておく必要
があるという． 
本研究は，中国語母語場面と日本語母語場面において，人間関係に対立を生み出しかねない言
語行動である不満表明とそれに対する応答に注目し，分析を試みたい． 
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2. 先行研究と本研究の目的 
日本語学習者の言語行動について，近年日本語教育や社会言語学の分野で研究が多くなされて
きた．その中で多くの研究が，「依頼」，「謝罪」，「断り」，といった発話行為に焦点を当て，日本語学習
者による言語使用の特徴，母語からの転移の実態などを明らかにしてきた．しかし，文句，苦情，不平
を言うといった不満を表明する言語行動についての研究はまだ少ない． 
これまでの不満表明に関する先行研究では，初鹿野ほか(1996)を出発点として研究が始められ，韓
国人母語話者と韓国人日本語学習者を対象とする李(2004，2006)，朴(2000)など，英語母語話者を対
象とする東(1999)，藤森(1997)，日本人中国語学習者を対象とする安藤(2001)が見られるが，中国人
日本語学習者を対象とする不満表明の研究はほとんど見当たらない． 
不満表明は相手の立場を脅かす行為であり，母語話者にとってもちょっとした言葉の使い方，話の
持ち掛け方で人間関係に大きな影響を与える可能性がある難しい行為である．そのため，接触場面で
の不満表明とその解決はさらに困難であろう． 
従って，接触場面での不満表明の特徴を明らかにする前に，母語場面での不満表明の特徴を先に
明らかにする必要があると考えられる．そこで，本研究では，不満表明という言語行動に注目し，日本
語と中国語における対照研究を行うことにする． 
従来の不満表明に関する先行研究は，方法論として談話完成テスト(Discourse Completion Test 
以下 DCT とする)を用いて分析を行ったもの(初鹿野ほか 1996，藤森 1997，藤森・初鹿野 2000，朴
2000，李 2004，李 2006 など)が多かった．DCT とは，被験者が与えられた状況において，自分ならど
のように言うかを考え，実際話すように書き込んでいくというものである．そのため，DCT では会話で使
われるストラテジーが観察できるが，話者間のインターアクションを観察することはできない．従って，不
満表明という言語行動を相互行為としてとらえることが難しい．そこで，本研究では，実際の発話と近い
ロールプレイを用いて，日本語と中国語における不満表明に関する相互作用を含め，談話のレベルで
分析を行うことにする． 
また，不満表現に焦点を置いたものや，不満を言う側が不満を言うまでを対象としたものが多く，不
満談話，すなわち，不満を言われる側の発話も含めたデータを対象に研究したものは見当たらない．
そこで，本研究では，不満を言う側だけではなく，不満を言われる側にも焦点を当て，考察していく． 
なお，本研究では，藤森(1997)に従い，ある種の行動期待や当然と見なされる文化規範に反するよ
うな状況を好ましくないと感じることを不満と定義する．そして，不満状況を引き起こした相手の行動や
発話への反応として表出する言語行動を不満表明と呼ぶことにする．さらに，本研究では，ある特定の
場面について，不満を言う側が不満を言われる側の行動を好ましくないと認識しており，不満を言われ
る側も自分の行動が好ましくない状況を引き起こした原因だと認識しているときに行われる不満表明お
よび，不満表明に対する応答を含むやりとりを不満談話と定義する． 
本研究における研究目的は，不満表明という言語行動を相互行為として捉え，不満表明とそれに対
する応答に注目し，中国語母語場面と日本語母語場面の相違を明らかにし，どのように談話が展開し
ていくのかを明らかにしていくことである． 
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3. 研究の方法 
3.1 調査方法 
本研究が目指すのは，不満表明とそれに対する応答が行われる際，中国語と日本語にそれぞれは
どのような特徴があり，どのように談話が展開していくのかを比較することである．そのために，各社会
において同じような状況下ではどのような言語行動をとるか，ある程度のまとまった数の資料を収集す
る必要がある．しかし，同じような状況で，ある程度の数という要求を満たすことは容易ではない．そこ
で，会話がどのように進められていくのかを見る本研究では，ロールプレイによる資料の収集とその場
面についてのフォローアップ・インタビュー(以下では，FUI と呼ぶことにする)をあわせて行うことにし
た． 
ロールプレイによる調査も実際の会話場面とは異なる可能性はあるものの，質問紙調査に比べて実
際の場面に近いデータが得られるという利点がある．そのため，不満表明を相互行為としてみることが
できる．さらに，ロールプレイ調査の後にインタビュー調査も行うことで，調査協力者たちの意識につい
ても確認することができる． 
以上を踏まえて，本調査では，人物と場面を設定してロールプレイによる調査を行った．また，ロー
ルプレイ調査後には，インタビュー調査も行った． 
 
3.2 調査対象場面と調査協力者 
調査対象場面として，親しい友人同士が映画を見るために映画館の前で待ち合わせをしている場
面を設定した．待ち合わせ場所に先に着いた 1 人と映画が始まってから遅れて来た友人 1 人とが出会
う場面である．不満表明が現れやすいように，遅れた友人は，今回で連続 3 回も遅刻していることとし
た． 
この場面は，これまでの DCT による先行研究でもよく取り上げられてきた場面である(初鹿野ほか
1996，朴 2000，安藤 2001，李 2004，李 2006)が，今回はロールプレイによってデータを収集するため，
調査協力者に以下のロールカードを提示した．ロールカードには，中国人母語話者の理解を助けるた
めに，日本語の下に中国語訳を併記した． 
 
ロールカード A: 
1． あなたは今日，友人と映画を見る約束をしました．あなたは 20 分前に着いて友人を待っていまし
た．でも，友人は映画が始まって，30 分ほど過ぎたところ来ました．時間を守らなかったのは，今回
で連続 3 回目です． 
あなたならこんな時，どういいますか？ 
 
中国語訳 
你今天和朋友约好了看电影．你提前二十分钟就来等着朋友了，但他却是在电 开影 始很久后才姗
姗来迟．这已经是他连续第三次迟到了．在这种情况下， 么你会怎 说？ 
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ロールカード B: 
 
データ収集の際，会話録音に協力してくれる人々の様々な社会的属性をどのように条件統制する
かは極めて重要な事項である．調査協力者の社会的地位，性別，親疎関係は次のように統制した． 
 
1．全員関東地方の A 大学に在籍している学生である． 
 
2．中国語母語話者は，女子留学生 40 人であり，日本語母語話者は，女子学部学生 40 人である．
女性同士に限定した． 
 
3．依頼の際に，中国語母語話者と日本語母語話者それぞれ 20 人に対し，自分の親しい友人を連
れてきて会話をしてほしいと依頼した．したがって，各ペアは実生活において親しい 2 名である． 
 
4．調査協力者の年齢は，中国語母語話者は 20 代前半から後半までであり，日本語母語話者は大
学 1 年生から 4 年生であるため，10 代後半から 20 代前半である．中国語母語場面のペアに年
齢のばらつきがみられるが，調査協力者同士の年齢について言及されることなく，会話に際して，
友人同士だから年齢の違いは気にならなかったという調査協力者の報告から，本研究のデータ 
には，年齢差による影響はなかったと思われる． 
 
これにより，親しい友人の女性同士の会話を中国語母語話者 20 ペア，日本語母語話者 20 ペア収
集することができた． 
しかし，ある状況を不満だと感じるかどうか，また自分に非があると感じるかは，文化や言語によって
異なる可能性がある．そこで，FUI では，本研究で示した場面に対して，不満を感じるかどうかの不満
の認識についてすべての調査協力者を対象に確認した． 
その結果，中国語の 20 ペアにおいては，不満を感じる側のロールを与えられた 20 人すべてが「不
満を感じる」と，不満を言われる側のロールを与えられた 20 人すべてが「自分に非があると思い，不満
を言われるだろう」と答えた．しかし，日本語の 20 ペアにおいては，不満を感じる側のロールを与えら
れた 20 人のうち，19 人は，「不満を感じる」と述べ，1 人だけが「不満を感じない」と述べた．一方，不満
を言われる側のロールを与えられた 20 人はすべてが「自分に非があると思い，不満を言われるだろう」
と答えた． 
2． あなたは今日，友人と映画を見る約束をしました．でも，特別な理由はないですが，約束の時間に
遅れてしまいました．今回で連続 3 回も約束の時間を守らなかったのです．今日も映画の時間に遅
れて行ったら，友人が待っていました． 
   あなたならこんな時，どういいますか？ 
 
中国語訳 
你今天和朋友约好了看电影．他提前二十分钟就在那等着你了，但你却是在电 开影 始很久后才去
到那．这已经 么是你没有什 特殊理由连续第三次迟到了．在这种情况下， 么你会怎 和朋友说？ 
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本研究では，ロールカードで示した場面について，双方が不満だと感じたペアの談話を分析対象と
するため，中国語は 20 ペア，日本語は 19 ペアが本研究の分析の対象となる． 
 
3.3 分析の枠組み 
談話には，目的(goal)があり，参加者たちはそれぞれの意図の下に各自の目的(goal)を目指して話を
進めて行くと考えられる(ザトラウスキー，1993：72)．不満談話でも，談話の参加者各自の目的があると
考えられるが，それぞれ異なった目的がある．  
不満を言う側は，相手の不適切，あるいは好ましくないと思われる行動に対して不満を表明することを
目的としている．また，そのような行動を適切，あるいは好ましい行動に変えるように相手にしむけること
を目的としている．一方，不満を言われる側は，好ましくない状況が生じた理由，原因を説明し，許しを
求めることで，好ましくない状況を回復させようとすることを目的としている． 
従って，発話機能も，不満を言う側と不満を言われる側の発話で異なっていると考えられる．以上を
踏まえて，本研究では，不満を言う側と言われる側の発話機能の分類を試みる．そして，不満を言う側
と言われる側がそれぞれ，どのような発話機能を用いて，不満談話を展開していくのかを明らかにして
いく． 
 
4. 分析の結果 
 ここでは，まず分析の枠組みに沿って，不満を言う側と言われる側がそれぞれ用いた発話機能を分
類する．次に不満を言う側と言われる側が不満表明とそれに対する応答にどのような発話機能を用い
て進めていくのかを検討する． 
 
4.1 不満を言う側の発話機能 
 以下の表 1 は，両言語(中国語，日本語)の不満を言う側の発話機能をまとめたものである．○が付い
てあるものはそのような発話機能が見られたことを示し，×が付いているものはその発話機能が見られ
なかったことを示している．また話者情報提供，相手情報提供，一般情報提供，非難を直接的な不満
表明を担う機能とし，曖昧表示を暗示的な不満表明を担う機能とする． 
 
表 1: 不満を言う側の発話機能 
 発話機能 談話上の働き 中国語 日本語
1 話者情報提供 
相手が引き起こした好ましくない状況や相手の行動につい
て直接的に述べるのではなく，話し手に関する情報を提供
することによって，相手に気づかせ，自分の意図を表現す
る発話である． 
○ ○ 
2 相手情報提供 
相手の違反行為を明示的に言及する．相手によって引き
起こされた(好ましくない)結果を指摘する． 
○ ○ 
3 一般情報提供 
相手が引き起こした好ましくない状況や相手の行動につい
て直接的に述べるのではなく，話者が一般の情報を提供
することによって，相手に気づかせ，自分の意図を表現す
ることである． 
○ ○ 
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4 曖昧表示 
短い発話，間投詞，または曖昧な言葉を示して，聞き手に
省略されたことばを推測させるものである． 
× ○ 
5 理由・説明要求 
不満の状況が生起した原因・理由，またはその状況が生じ
た過程を相手に聞いたり，確認を求める．相手に潜在的に
でも責任があることを伝える． 
× ○ 
6 非難 
話し手が軽蔑や非難または罵りを含意して聞き手を攻撃
する．直接的な侮蔑的言動がこれに該当する． 
○ × 
 
4.2 不満を言われる側の発話機能 
以下の表 2 は両言語(中国語，日本語)の不満を言われる側の発話機能をまとめたものである．○が
付いてあるものはそのような発話機能が見られたことを示し，×が付いているものはその発話機能が見
られなかったことを示している． 
 
表 2: 不満を言われる側の発話機能 
 発話機能 談話上の働き 中国語 日本語
1 直接的な責任承認 
謝罪に当たる慣用句による明示的な詫び，または，詫
びと好ましくない状況が起きた事実を述べることであ
る． 
○ ○ 
2 理由説明 
相手から聞かれた場合，不満の状況が生起した原因・
理由，またはその状況が生じた過程を相手に伝え，十
分な情報を提供し，相手に配慮する． 
× ○ 
3 自己弁護 
相手から聞かれなくても，自分をかばうために，弁明を
することである． 
○ ○ 
 
4.3 不満談話を開始する話者 
不満を言う側と言われる側がともに，現在遭遇している状況が好ましくない状況だと認識している場
合，どちらから不満談話を開始させるのかは文化的・社会的価値観，慣習が関わってくることは十分に
考えられる．そのため本研究では調査の際，条件の一つとして，ロールカードにどちらから発話するよ
うにという指示をしなかった．その結果，実際の不満談話では開始の仕方に違いが見られた．以下の
表 3 はどちらから不満談話を開始させたかを中国語と日本語で比較したものである． 
 
表 3: 不満談話を開始する話者 
 日本語 中国語 
不満を言う側(a)から開始 1 ペア 11 ペア 
不満を言われる側(b)から開始 18 ペア 9 ペア 
 
表 3 を見ると分かるように，日本語において不満談話を開始したのは，不満を言う側(以下 a で示す)
が 1 ペアであったのに対して，不満を言われる側(以下 b で示す)は 18 ペアで，b によって不満談話が
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開始される方が圧倒的に多かった．一方，中国語において不満談話を開始したのは，a が 11 ペアあっ
たのに対して，b が 9 ペアで，a とｂはほぼ同じくらいの頻度であり，ほとんど差はみられなかった． 
つまり，本研究で示した場面において不満談話が行われる場合，中国語と日本語の不満談話の開
始の仕方を比較した結果を以下のようにまとめることができる． 
 
1） 不満談話において，中国語は a と b によって談話が開始される頻度はそれほどの差はなかった． 
2） 不満談話において，日本語は b によって談話が開始される方が a によって開始される方より圧倒
的に多く，ｂによって開始される方が好まれている． 
  
4.4 不満を言う側が不満談話の開始に用いられた発話機能 
ここでは，不満を言う側が不満談話の開始に用いた発話機能を詳しく分析する．4.3 で述べたように，
中国語においては，a によって談話が開始される 11 ペアで，ｂによって談話が開始される 9 ペアでどち
らによって開始されるのはそれほど差がなかったため区別しないことにする．しかし，日本語の不満談
話においては，1 ペアのみ a によって談話が開始されたため，他のペアとの比較が難しいと考え，他の
18 ペアと区別して考える．そのため，ここでは中国語の 20 ペアと日本語の 18 ペアを扱うことにする. 
 以下の表 4 は中国語の不満談話が開始されて不満を言う側が最初に用いた発話機能の種類であ
る．1 つのペアに○が 1 個以上付けられたペアは，複数の発話機能があるということである． 
 
表 4: 不満を言う側が談話の最初に用いた発話機能(中国語) 
パターン 発話機能 
ペア番号 
相手情報
提供 
非難 
一般情報
提供 
話者情報
提供 
曖昧表示 
理由・説
明要求 
計 
パターン 1 
ペア 8 ○      
8 ペア 
ペア 9 ○      
ペア 10 ○      
ペア 11 ○      
ペア 13 ○      
ペア 14 ○      
ペア 18 ○      
ペア 19 ○      
パターン 2 
ペア 3 ○ ○     
5 ペア 
ペア 4 ○ ○     
ペア 7 ○ ○     
ペア 15 ○ ○     
ペア 20 ○ ○     
パターン 3 
ペア 1 ○  ○    
4 ペア 
ペア 5 ○  ○    
ペア 6 ○  ○    
ペア 12 ○  ○    
パターン 4 ペア 2 ○ ○  ○   1 ペア 
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パターン 5 ペア 16  ○ ○    1 ペア 
パターン 6 ペア 17       1 ペア 
計 18 7 5 1 0 0  
 
表 4 を見ると分かるように，中国語で，不満談話の開始に不満を言う側が最初に用いる発話機能を
使用頻度の多い順に並べると，相手情報提供，非難，一般情報提供，話者情報提供となる．不満を言
う側が談話の最初に用いる発話機能として最も多く用いられたのは相手情報提供であり，18 ペアが使
用している．次の非難は，7 ペアが使用している．これは，中国語では，相手情報提供と非難による直
接的な不満表明が好まれていることを示している． 
さらに，中国語の不満談話で a が最初に用いる発話には 6 つのパターンが見られた．多いものから
少ないものの順に並べると相手情報提供だけによる直接的な不満表明をしたペア数は 8 ペア，相手情
報提供と非難による直接的な不満表明をしたのが 5 ペア，相手情報提供と一般情報提供による直接
的な不満表明をしたのが 4 ペア，話者情報提供，相手情報提供，非難による直接的な不満表明をした
のが 1 ペア，一般情報提供と非難による直接的な不満表明をしたのが 1 ペア，話者情報提供による不
満表明をしたのが 1 ペアである． 
次に日本語の場合を見てみよう．日本語の不満談話は，18 例が不満を言われる側の直接的な責任
承認から始まっていた．表 5 は，それぞれの発話に対して，不満を言う側が用いた発話機能の種類で
ある．方法は表 4 と同じである． 
 
表 5: 不満を言う側が談話の最初に用いた発話機能(日本語) 
パターン 
    発話機能 
ペア番号 
理由・説
明要求 
曖昧表示
相手情報
提供 
話者情報
提供 
非難 
一般情報
提供 
計 
パターン 1 
ペア 4 ○ ○     
8 ペア 
ペア 5 ○ ○     
ペア 9 ○ ○     
ペア 14 ○ ○     
ペア 15 ○ ○     
ペア 18 ○ ○     
ペア 19 ○ ○     
ペア 20 ○ ○     
パターン 2 
ペア 6 ○      
4 ペア 
ペア 7 ○      
ペア 12 ○      
ペア 16 ○      
パターン 3 
ペア 2   ○    
2 ペア 
ペア 8   ○    
パターン 4 
ペア 13  ○     
2 ペア 
ペア 17  ○     
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パターン 5 ペア 11  ○ ○    1 ペア 
パターン 6 ペア 3    ○   1 ペア 
計 12 11 3 1 0 0  
 
表 5 を見ると分かるように，日本語で，不満談話の開始に不満を言う側が最初に用いる発話機能を
使用頻度の多い順に並べると，理由・説明要求，曖昧表示，相手情報提供，話者情報提供となる．不
満を言う側が談話の最初に用いる発話機能として最も多く用いられたのは理由・説明要求であり，12
ペアが使用いる．次の曖昧表示は，11 ペアが使用している．これは，日本語では，曖昧表示による暗
示的な不満表明と理由・説明要求が好まれていることを示している． 
さらに，日本語の不満談話で a が最初に用いる発話には 6 つのパターンが見られた．多いものから
少ないものの順に並べると曖昧表示による暗示的な不満表明と理由・説明要求をしたのが 8 ペア，理
由・説明要求のみをしたのが 4 ペア，相手情報提供による直接的な不満表明をしたのが 2 ペア，曖昧
表示による暗示的な不満表明をしたのが 2 ペア，相手情報提供による直接的な不満表明と曖昧表示
による暗示的な不満表明をしたのが 1 ペア，話者情報提供による直接的な不満表明をしたのが 1 ペア
である． 
表4 と表5 を比較してみると，中国語には，曖昧表示，理由・説明要求は一度も見られていないこと，
日本語には，一般情報提供と非難が見られていないことが分かる．つまり，本研究で示した場面につ
いて不満談話が行われる際，日本語と中国語は不満談話の開始から違いが見られた．また，日本語と
中国語において不満談話の最初に不満を言う側の反応が違うことは不満談話の展開も異なる可能性
がある． 
本研究で示した場面は，親しい友人関係が前提となっているため，不満談話が行われる前に会話
参加者の間にはすでに人間関係が築かれている状態である．このような状態で不満談話が行われる
場合，中国語では，20 ペアすべてが直接的な不満表明をしていた．しかし，日本語では，4 ペア(パタ
ーン 3，パターン 5，パターン 6)が直接的な不満表明をし，14 ペアがより婉曲的な言い方を用いた． 
中国語の直接的な不満表明について，FUI では，不満を言う側 20 人すべてから親しい友人だから
強く言え，親しくない関係だったら強く言えないという認識が示された．つまり，中国語の不満談話では，
発話の表現形式からは人間関係を考慮せず，相手に責任を追及しているように見えるが，FUI では，
人間関係を考慮しているからこそ直接的に不満表明をすることができると分かった．一方，日本語は中
国語と違って，表現形式からは，直接的な不満表明を避ける傾向が読み取れ，相手が自ら責任を認
めるように理由・説明を要求していることが分かった． 
従って，中国語と日本語はともに人間関係を考慮しているが，その表現形式には大きな違いがある
ことが分かった． 
 
4.5 中国語の不満を言う側の直接的な不満表明に対する言われる側の反応 
 不満談話が開始されて不満を言う側の最初の反応として，中国語の 20 ペアすべてが話者情報提供，
一般情報提供，相手情報提供，非難のいずれかによる直接的な不満表明であった．それに対して，
不満を言われる側の反応として 2 種類の反応が見られた．責任承認と責任回避である．責任承認とは，
好ましくない状況に対して，自分の非を認めて，専用的な謝罪表現(ごめん，申し訳ない)を用いるか，
または，専用的な謝罪表現とともに好ましくない状況を起こした事実を述べることである．一方，責任回
避とは，好ましくない状況に対して，自分の非を認めず，自己弁護をすること，直接的な責任承認の発
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話機能は用いながらも，自己弁護をすることである． 
表 6 は不満を言う側の直接的な不満表明に対して，不満を言われる側の責任承認と責任回避の反
応の比較である．責任承認をしたのは 5ペアで，責任回避をしたのは 15ペアである．さらに，責任回避
には，自己弁護によって責任回避をした 9 ペアと専用的な謝罪表現と自己弁護によって責任回避をし
た 6 ペアがあった． 
 
表 6: 不満を言われる側の反応(中国語) 
  責任承認 
責任回避 
自己弁護 謝罪表現+自己弁護 
ペア数 5 ペア 9 ペア 6 ペア 
合計 5 ペア 15 ペア 
 
 以下は，不満を言われる側の責任承認の例である． 
 
例 1:  CF03 ペア 
1b: 不好意思，我迟到了 
 ごめんね，遅れた 
2a: 你终：于来了．天哪！这都是第三次了 
 あなたやっと来たね，もう，これで 3 回目だよ 
→3b: 不好意思，对不起．对不起(笑)              [直接的な責任承認] 
 ごめんね，ごめん，ごめん(笑) 
 
上記の例は不満を言う側の不満表明に対して，不満を言われる側の責任承認の反応である．2a の
「你终：于来了．天哪！这都是第三次了(あなたやっと来たね，もう，これで 3 回目だよ)」は非難と相手
情報提供による直接的な不満表明である．それに対して，3b は「不好意思，对不起．对不起(笑)(ごめ
んね，ごめん，ごめん(笑))」と直接的に謝罪をし，責任を認めていることが分かる． 
 
次は，不満を言われる側の責任回避の例である．不満を言う側の直接的な不満表明に対して，15
ペアにおける不満を言われる側の責任回避の反応には 3 つのパターンが見られた．それぞれ，「急用
ができた」が 8 ペア，「わざとじゃない」が 4 ペア，「その他」が 3 ペアである．以下の例の括弧の中はパ
ターンの種類である．     
 
例 2:  CF11 ペア 
1a: 么你怎 才来呀↑ 
             あなたなんで今頃来てるの↑ 
→2b: 哎呀，总是有事儿吗             (急用ができた) 
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            あのう，いつも用事ができて 
 
上記の例は 1a 么の「你怎 才来呀(あなたなんで今きてるの↑)」という相手情報提供による直接的な不
満表明に対して，2ｂは「哎呀，总是有事儿吗(あのう，いつも用事ができて)」と不可避な用事ができて
しまったことを言うことで自分の事情や立場を相手に伝えている．それによって，好ましくない状況が起
きたのは自分に責任がないことを主張し，責任回避をしている． 
 
例 3:  CF05 ペア 
          1a: 么怎 才来呀 都迟到半个小时了 电影都开始了 
何で今頃来たの，30 分も遅れてるけど，映画もう始まってるよ 
→2b: 哎，我，我，我不是故意的 我真不是故意的            (わざとじゃない) 
あのう，私，私，私わざとじゃない，私本当にわざとじゃないよ 
 
上記の例は 1a の「 么怎 才来呀 都迟到半个小时了 电影都开始了(何で今頃来たの，30 分も遅れ 
てるけど，映画もう始まってるよ)」は，表面的に見ると，理由・説明要求のようにとらえられる．しかし，音
声的に「何で」より「今頃」を強調して言っている．また，FUI でも，「遅くなった理由より，遅刻したことを
言いたかった」との報告があったため，相手情報提供，一般情報提供による直接的な不満表明だと判
断できた．1a の不満表明に対して，2ｂは「哎，我，我，我不是故意的 我真不是故意的(あのう，私，私，
私わざとじゃない，私本当にわざとじゃないよ)」と責任を回避している． 
彭(1992：11)は，中国人は自分が間違っていると認識している状態であっても，「自分への配慮と思 
われるメンツ防衛の行動」を取ることを指摘している．中国語の不満を言われる側が用いている「わざと
じゃない」は不満を言う側の不満表明に対する応答であり，理由・説明要求に対する応答ではない．
自分が間違っていると思うものの，立場のための自己弁護である．そのため，謝罪を期待している相手
に対する反応としての「わざとじゃない」は FUI での自分に非があると思っているという報告とは矛盾し
ない，面子防衛のための責任回避の 1 つの手段であると考えられる． 
 
例 4:  CF07 ペア 
         1a: 你还笑，又迟到 
          あなた笑えるの，また遅れて 
→2b：对不起，其实你应该先进去                          (その他) 
          ごめんね，先に入っても良かったのに 
 
上記の例は 1a の「你还笑，又迟到(あなた笑えるの，また遅れて)」という非難と相手情報提供による
直接的な不満表明に対して，2b が「对不起，其实你应该先进去(ごめんね，先に入ってもよかったの
に)」と謝罪はしているものである．しかし，同時に，「先に入いっても良かったのに」と好ましくない状況
を引き起こした自分の行動に責任があるのではなく，好ましくない状況の生起による不満を軽くするこ
ともできたのに，相手のせいで好ましくない状況が起きたというふうな反応をしていた． 
中国人および台湾人留学生を対象に，「依頼」「断り」「謝り」といった発話行為における発話のスタイ
ルの特徴を明らかにした山口(1997)は，中国人が自分の遅刻に対する発話において，弁明の使用頻
度が最も高く，相手との関係で均衡が崩れそうな場合には関係を修復するために必ず理由が求めら
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れ，日本的に誠意を持って謝罪するだけでは済まないということを指摘している．また，山口(1997)によ
れば，関係を修復するには日本語話者においては，理由を言うことが否定的に解釈されるが，中国語
話者においては理由が必要であるとも述べている． 
つまり，中国語では，理由を聞かれなくても理由を必ず言うのに対し，日本語では，自発的には理由
を言わないということが示唆されている． 
本研究の中国話者も FUI では，責任が自分にあるか否かに関わらず，とりあえず適当な理由を言わ
なければ相手がもっと怒るかもしれないと報告している．これは，山口(1997)の指摘と一致する結果と
なった．しかしながら，この理由は，必ずしもはっきりした理由ではなく，中国語での不満談話における
責任回避に用いられる理由は，抽象的であることが分かった．また，「急用ができた」を用いた 8 ペアの
うち，2 ペアにおいては，不満を言う側が急用の内容を追求した．それに対する，不満を言われる側の
より具体的な理由説明は，言い訳と解釈され，理由を巡って談話が展開していくことはなく，再び不満
表明をしていた． 
 
4.6 中国語の不満を言われる側の責任承認，責任回避に対する不満を言う側の反応 
中国語の不満談話では，最初の不満表明と謝罪の後，20 ペア全てで再び不満表明が行われてい
た．2 回目の不満表明の際に用いた発話機能は，主に非難，話者情報提供，相手情報提供，一般情
報提供のいずれかで，その他も存在した． 
以下では，不満を言われる側の責任承認と責任回避に対する不満を言う側の不満表明の例であ
る． 
まず，責任承認に対する不満を言う側の反応である． 
 
例 5:  CF03 ペア 
1b: 不好意思，我迟到了                         [直接的な責任承認] 
ごめんね，遅れた 
2a: 你终：于来了．这都是第三次了                  [非難，相手情報提供] 
あなたやっ：と来たね，これで 3 回目だよ 
3b: 不好意思，对不起．对不起(笑)                   [直接的な責任承認] 
ごめんね，ごめん，ごめん(笑) 
→4a: 我已经快等一个小时了． 么你怎 回事啊↑      [話者情報提供，相手情報提供] 
私もう一時間待ってるよ，あなたどうしたの↑ 
  
上記の例は，1b の直接的な謝罪による責任承認に対して，2a は非難と相手情報提供による直接的
な不満表明をしている．2aで，最初に非難と相手情報提供による直接的な不満表明をし，それに 3bは
責任を認めている．しかし，3b が責任を認めているのにも関わらず，4a は再び話者情報提供と相手情
報提供による直接的な不満表明をすることで自分の不満を強調していると考えられる． 
 
例 6:  CF18 ペア 
1a: 我等了你好久啊， 么你怎 现在才来啊       [話者情報提供，相手情報提供] 
私さっきからずっと待ってたよ，あなたどうして今来てるの 
2b: 实在对不起， 晚我又来 了                      [直接的な責任承認] 
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ほんとにごめんね，私また遅れちゃった 
→3a: 这已经是第三次了呀：                           [相手情報提供] 
これでもう 3 回目だよ： 
 
上記の例は 2b の責任承認に対して，3a の相手情報提供による 2 回目の直接的な不満表明である． 
 
例 7:  CF06 ペア 
1a: 么你怎 才来呀， 你看都几点了↑          [相手情報提供，一般情報提供] 
           あなたなんで今頃来てるの，もう何時なの 
2b: 不好意思，又迟到了，等很长时间了↓              [直接的な責任承認] 
ごめんね，また遅れちゃった，長く待たせて 
→3a: 当然了，已经过去 30 分钟了，这 么次怎 又迟到了，说个理由给我听听吧 
             もちろん，もう 30 分過ぎてるよ，今回はまたどうして遅れたの，理由でも言ってみて                
[相手情報提供，非難] 
 
上記の例は，2b の責任承認に対して，3a は相手情報提供，非難による不満表明をすることで自分
の不満を強調している．ここで，3a の「说个理由给我听听吧(理由でも言ってみて)」は表現形式として
は，理由・説明要求の形になっている．しかし，これは，人間関係の近さを考慮しているため，直接理
由を聞くようなことを言うことで相手を非難している．1a の直接的な不満表明に対し，2b の直接的な責
任承認にもかかわらず，3a は再び直接的な不満表明をしていることが分かる． 
 
 次は，責任回避に対する不満を言う側の反応である． 
 
例 8:  CF12 ペア  
1a: 艾，几点了， 么你怎 才来呀              [一般情報提供，相手情報提供] 
ねえ，何時なの，何で今頃来てるの 
2b: 那个，那个， 晚有点事出来 了                       (急用ができた) 
     あのう，あのう，用事があってちょっと出かけるのが遅くなって 
→3a: 那你不知道电 开影都 始了吗↑                  [非難，一般情報提供] 
            映画もう始まってるって知らなかったの↑ 
 
上記の例は，2b の「急用ができた」という自己弁護による責任回避に対して，3a は相手に非難と一
般情報提供をすることで再度不満表明をしている．責任回避に対する再度の不満表明は，3a が自分
の不満を正当化するためのものだと考えられる． 
 
例 9:  CF05 ペア 
1a: 么怎 才来呀 都迟到半个小时了 电影都开始了 [相手情報提供，一般情報提供] 
何で今来たの，30 分も遅れてるけど，映画もう始まってるよ 
2b: 哎，我，我，我不是故意的 我真不是故意的             (わざとじゃない) 
あのう，私，私，私わざとじゃない，私本当にわざとじゃないよ 
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→3a:你 老是这样 我都快等你一个多小时了，到底看不看啊 
 [相手情報提供，話者情報提供] 
あんたいつもこうだよ，私もう一時間も待ってたよ，見る気あるの↑ 
 
上記の例は，2b の「わざとじゃない」という自己弁護による責任回避に対して，3a は相手情報提供と
話者情報提供による直接的な不満表明をしている．ここでの，2 回目の不満表明は不満を言う側が自
分の不満を正当化するためのものだと考えられる． 
 
例 10:  CF08 ペア  
1a: 么你怎 又迟到了呀                             [相手情報提供] 
あなた，また遅れたの 
2b: 么不要那 凶我只是迟到了一点点而已吗                   (その他) 
そんなに怒らないでよ，私少しだけ遅れたのに 
→3a: 这已经是第 3 次了 每次都是我等你呀↑    [相手情報提供，話者情報提供] 
           今回はもう 3 回目だよ，いつも私が待たなきゃいけないの↑ 
   
上記の例は，2ｂの「その他」のパターンの責任回避に対して，3a が相手情報提供と話者情報提供に
よる直接的な不満表明をしている． 
以上から分かるように，不満を言われる側の責任回避に対しても，不満を言う側は再び不満表明を
し，自分の不満を正当化していると考えられる． 
不満を言われる側の責任承認，責任回避にかかわらず，不満を言う側は 20 ペアすべてが 2 度目の
不満表明をし，自分の不満を強調するか，または正当化していた．しかし，1 回目と 2 回目の不満表明
に用いた発話機能の種類は，相手情報提供，非難，話者情報提供，一般情報提供の 4 つで，同じで
あった．また，2 回目の不満表明に用いた発話機能は，1 回目に用いた発話機能のいずれかのくりか
えしと，4 つの中，1 回目で用いられなかった他の 2 つの中の 1 つが選ばれることが特徴的であった． 
 
4.7 日本語の不満を言う側の直接的・暗示的不満表明と理由・説明要求に対する不満を言
われる側の反応 
以下では，日本語の不満談話の不満表明とそれに対する応答における展開を見ていく．既に述べ
たように，日本語では，不満を言われる側の直接的な責任承認によって不満談話が開始され，それに
対し，不満を言う側は暗示的・直接的な不満表明，または，理由・説明要求をしていた．それに対する
不満を言われる側の反応として 2 種類が見られた．責任承認と責任回避である．責任承認と責任回避
の定義は，中国語での定義と同様で，不満を言う側に理由・説明要求をされなくても，理由を提供する
のは，自己弁護による責任回避である． 
しかし，日本語の責任承認のなかには，好ましくない状況を引き起こしたことについて自分の非を認
めるものがある．これは，中国語と同様である．さらに，中国語と違って，不満を言う側に理由・説明要
求をされ，なぜ詫びるような状態に陥ったかという事情や状況を詳しく説明しながらも，最大の努力をし
たというものも見られた． 
表 7 は不満を言う側の暗示的な不満表明に対して，不満を言われる側の責任承認，責任回避の比
較である． 
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表 7: 不満を言われる側の反応(日本語) 
  
責任承認 
責任回避 
直接的な責任承認 
or 理由説明  
理由説明+弁明 
ペア数 13 ペア 4 ペア 1 ペア 
合計 17 ペア 1 ペア 
 
表 7 をみると分かるように，日本語の不満談話において，不満を言う側の最初の不満表明と理由・説
明要求に対する不満を言われる側の反応としては，責任を認めるペアが 17 ペアで，責任回避をする
ペアが 1 ペアであった．これは，日本語の不満談話では，不満を言われる側が自ら好ましくない状況が
生起した場面に対して自分の非を認める責任承認が好まれると言えるだろう． 
 
以下では不満を言われる側の責任承認の例である． 
まず，直接的な責任承認と理由説明による責任承認の例である． 
 
例 11:  JF02 ペア 
1b: ごめんよ，ごめんなさい，本当にごめんよ 
2a:  3 回目だもん，だって                           [相手情報提供] 
→3b: 本当にごめんなさい                         [直接的な責任承認] 
 
上記の例は，2a の「3 回目だもん，だって」相手情報提供による直接的な不満表明に対して，3b は
「本当にごめんなさい」と直接謝罪し，責任を認めている． 
 
例 12:  JF16 ペア 
1b: ごめん，遅れた 
2a: どうしたの↑                                  [理由・説明要求] 
→3b: 別に理由なかったけど，ごめんね↑                       [理由説明] 
 
 上記の例は 2a の「どうしたの↑」理由・説明要求に対して，3ｂは「別に理由なかったけど，ごめんね↑」
と責任を認めている．この発話は，中国語の責任回避で見られた「わざとじゃない」と表面的には似て
いる．しかし，その発話の運び方は日本語と中国語には違いがある．日本語では，不満を言う側に理
由・説明を要求されその応答として「別に理由はなかったけど」が用いられ，中国語では，不満を言う側
の直接的な不満表明の応答として「わざとじゃない」が用いられる．つまり，同じような表現形式であっ
ても，理由・説明が要求されるか否かによって，責任承認になるか，責任回避になる．ここで，初めて，
日中の不満談話の違いが見られる． 
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次は，理由説明と弁明による責任承認の例である． 
 
例 13:  JF06 ペア 
1b: ごめん，遅くなっちゃった 
2a: 何してたの↑                                 [理由・説明要求] 
→3b: え：とね↑ちょっと，ちょっと↑朝，ちょっと寝坊しちゃって，なんかやばいなあと思って, 
急いで着替えたんだけど，なんか，前に調べてたやつが平日のダイヤで，休日のダ
イヤと間違えちゃって，30 分も来なくて，ほんと，なんかどうしようかと思ってたら，だ 
から全然違うじゃん                               [理由説明] 
 
上記の例は不満を言う側 2a の理由・説明要求に対して，不満を言われる側は自分の非を認めて，
好ましくない状況が生起した理由を詳しく説明している．また，なぜ詫びなければならない状況になっ
たかという情報を十分に相手に伝えることで自分のために弁明していることが分かる． 
 以下は不満を言われる側の責任回避の例である． 
 
例 14:  JF11 ペア 
1b: あ，ごめん，遅れちゃった 
2a: え↑もう 30 分も過ぎちゃってるんだけど          [曖昧表示，相手情報提供] 
→3b: いや，まあ，ちょっと，理由はないんだけど，(1)準備に手間どっちゃって   
  [自己弁護] 
 
 上記の例は，2a の曖昧表示による暗示的な不満表明と相手情報提供による明示的な不満表明に対
して，3b で「準備に手間どっちゃって」と理由・説明要求されないのにも関わらず，情報を提供すること
で責任を回避していると考えられる． 
 
4.8 日本語の不満を言われる側の責任承認，責任回避に対する不満を言う側の反応 
続いて，日本語の不満談話で，不満を言う側が，どのような反応をしているか見てみよう． 
不満を言われる側の責任承認，責任回避に対して，不満を言う側が，曖昧表示による暗示的な不
満表明，または，話者情報提供，相手情報提供による明示的な不満表明をしていたペアが 12 ペアあ
った．この 12 ペアは，すべて，不満を言う側の 2 度目の発話が，不満表明のみで完結している．一方，
不満を言う側の 2 度目の発話が，不満表明以外の発話を含むものは 6 ペア見られた．この 6 ペアには，
不満表明とほかの発話機能を用いたものと，不満表明をせずに他の発話機能をもちいたものとがあっ
た． 
 以下は，不満を言う側の 2 度目の発話が不満表明のみでの例である． 
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例 15:  JF13 ペア 
1b: ＊＊ちゃん，遅れてきて，ほんとにごめんね          〔直接的な責任承認〕 
2a: いや，(1)うん(1)                                 〔曖昧表示〕 
3b: いっぱい待たせちゃって，また，何回もほんとにごめんね 
〔直接的な責任承認〕 
→4a: いいけど：                                     [曖昧表示] 
 
 上記の例は，1b の謝罪に対して，2a は最初に曖昧表示による不満表明をしている．2a の不満表明
に対し，3b は再び自分の非を認めている．しかし，3b の責任承認は，ひたすら謝罪をしていることに過
ぎず，自分の非をよく知っていながらも，同じミスをくりかえすことで，改善意識がないような印象を与え
ている．それに対し，4a は再び不満表明をしている．不満を言われる側の責任承認にも関わらず，2 度
目の不満表明をしたのは，3b の改善意識のない態度が原因であったと考えられる． 
以下は，不満を言う側の 2 度目の発話が不満表明のみではない例である． 
 
例 16:  JF04 ペア 
         1b: ごめん，待たせて                          〔直接的な責任承認〕 
         2a: いや，別にいいけど(2)どうしたの↑           〔曖昧表示，理由・説明要求〕 
         3b: なんか，そんなに理由なかったんだけど，なんか(2)気づいたら時間経ってて 
                   〔理由説明〕 
         4a: これで 3 回目だよね，もうちょっと，ちょっと(2)気をつけてくれるとありがたいんだけ 
ど                                         〔相手情報提供，改善要求〕 
 
上記の例は，3b に理由説明による責任承認に対し，4a は相手情報提供による不満表明とほかの発
話機能を持った発話をしている． 
以上の例から分かるように，日本語の不満を言われる側の責任承認に対し，不満を言う側にはバリ
エーションが見られた．不満を言われる側の責任承認の態度によって再び不満表明をするかどうかが
選択されることが分かった．一方，不満を言われる側の責任回避は 1 ペアしか見られなかったが，それ
に対し，不満を言う側は，再び不満表明をしていた． 
 
5. まとめ 
ここでは，日本語と中国語の不満表明とそれに対する応答の展開の特徴と相違点をまとめる． 次
の図 1 は中国語の不満表明とそれに対する応答の仕方をまとめたものである． 
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図 1: 中国語の不満表明と謝罪の話段の展開 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
この図は，左から右に談話が流れていくものである．中国語では，a と b の両方によって不満談話が
開始されるため，b のあみかけの部分は，a によって，開始される談話があることを示す．最初の a は相
手情報提供，非難，話者情報提供，一般情報提供のいずれかによる直接的な不満表明である．それ
に対し，b は責任承認か責任回避をする． 
責任回避には，「急用ができた」「わざとじゃない」「その他」の 3 つのパターンがある．b の責任承認と
責任回避に対して，a は再び①の相手情報提供，非難，話者情報提供，一般情報提供のいずれかに
よる直接的な不満表明をするかあるいは，②の不満表明とほかの発話をする．a が①を選んだ際は，b
は①の責任回避をし，②を選んだ際は，b は②の不満表明に対する謝罪を終わらせようとする発話が
用いられる． 
しかし，2 回目の不満表明は，既に述べたように，1 回目の不満表明の際に用いた発話機能といず
れかのくりかえしと 1 回目で用いられなかったほかの 2 つの 1 つが選ばれる． 
中国語の不満表明と謝罪は不満表明と謝罪が 2 回以上行われるのが好まれ，図 2 のような不満表
明と責任承認，あるいは責任回避がくりかえされる．そして，不満を言う側か言われる側の発話がきっ
かけとなって不満談話が終わる． 
次に，日本語の不満表明とそれに対する応答の例である． 
次の図 2 は日本語の不満表明とそれに対する応答の展開の仕方をまとめたものである． 
直接的な責任承認 
不満表明 
責任回避 
責任承認 
不満表明 
ほか 
責任回避 
① 
② 
① 
② 
相手情報提供，非難，話者
情報提供，一般情報提供の
いずれから選ばれる． 
相手情報提供，非難，
話者情報提供，一般情
報提供のいずれから
選ばれる． 
相手情報提供とほか，
話者情報提供とほか
から選ばれる 
b b b
a a
[急用ができた]，｢わざとじ
ゃない｣，[その他]の 3 つの
パターンがある． 
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図 2: 日本語の不満表明と謝罪の話段 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 2 の左端のｂの謝罪によって不満談話が開始される．それに対して，a は相手情報提供，話者情
報提供のいずれかによる直接的な不満表明，あるいは，曖昧表示による暗示的な不満表明をするか，
不満表明と理由・説明要求をするか，または，不満表明をせず，理由・説明要求をしている． 
a の不満表明，理由・説明要求にいずれかに対し，b は責任回避または，責任承認をしている．ただし，
責任回避は 1 例しかなかった． 
b の責任承認，責任回避に対し，a は再び不満表明をするか，または，不満表明とそれに対する応答
を終わらせるきっかけとなる発話をする． 
以上の中国語と日本語の不満表明と，それに対する応答の相違点は次のようにまとめることができ
る． 
共通点 
1） 中国語と日本語ともに，不満表明が複数回行われていた． 
2） 両言語(中国語，日本語)ともに，不満表明とそれに対する応答で，不満を言う側の不満表明に
対し，不満を言われる側の責任承認と責任回避が見られた． 
相違点 
1) 中国語では，不満を言う側と言われる側，どちらによって，談話が開始されても不満を言う側は
一貫してまず直接的な不満表明から始まる．しかし，日本語では，不満を言われる側から開始
されると，不満を言う側は必ずしも不満表明ではなく，3 つのパターンが見られた．それぞれ，不
満表明，不満表明と理由・説明要求，理由・説明要求であった． 
2) 中国語では，不満を言う側の 2 回目の不満表明では，2 つ以上の発話機能を持った発話による
不満表明が好まれた．しかし，日本語では，1 種類の機能による不満表明が好まれた． 
3) 中国語のデータでは，不満を言う側は不満を言われる側の理由説明に大して注意を払わず，
理由説明を単なる不満表明の応答としてしか受け取っていない．不満を言う側は一方的に不満
について話し，不満を言われる側は一方的に責任を認めるか回避した．不満を言われる側の
態度によって，不満を言う側は変化がなかった．つまり，不満を言う側と言われる側の間には共
通の目的がなく，各自の話題を持って談話が進んでいく．しかし，日本語のデータでは，不満を
言う側は不満を言われる側の理由説明に注意を払って，謝罪として受け取るか，その態度によ
って，再び不満表明をした．つまり，不満を言う側と言われる側は共通の目的を持って談話が進
んでいく． 
直接的な責任承認 
不満表明 
理由・説明要求
責任承認 
責任回避 
不満表明 
a 
a 
a 
a 
b b
b
ほか 
a 
不 満 表 明 + 理
由・説明要求 
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4) 中国語での不満を言う側は日本語よりも，不満を相手にはっきりと直接的表な不満表明をして
いる．好ましくない行為があったことをはっきり相手に伝え，好ましくない行為によって，自分にも
たらした影響も指摘しているものが多い．これに対し，日本語では，はっきりした不満表明をせ
ず，暗示的な不満表明と理由・説明を要求している． 
 
 本研究では，今まであまり扱われることがなかった，相互行為としての不満表明とそれに対する応答
を研究対象とした．そして，本研究を通して中国語と日本語の母語場面の比較で言語・文化による言
語行動の特徴も明らかにすることができた．また，不満表明は対立発話行為として，母語場面におい
ても難しいことが分かった．従って母語場面に比べ，接触場面では日本語能力だけではなく，社会言
語能力，社会文化能力の問題も問われることは間違いない．そのため，母語場面の研究とともに，接
触場面の研究も必要である． 
 
文字化規則 
録音したものを以下の串田・定延・伝(2005)の文字化規則にしたがって会話の開始から終了まで文
字化し，分析対象とした．※をつけたものは，本研究の特有の文字化規則である．また，中国語におい
ては，文字化の後，日本語訳をつけた．日本語訳は，日本語として自然であることを目指すものではな
く，中国語に忠実に訳したものである． 
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